
DX Talk vol.50 記事 
はじめに 
本記事は2024年2月7日に、金融とITの融合と発展を目指すメディアプロモーションカンパニーと
してイベントの企画運営やコンサルティング事業を手掛けている株式会社グッドウェイ代表取締

役社長の藤野宙志氏をお招きして、山梨県における地域DX実践アドバイザーとして活動してい
る「地域経済エコシステムの実践」についてお話いただいた講演をまとめたものです。 
 
当会では、DX Talkと題して職種横断的にさまざまな企業のDX責任者をお招きし企業のDX推進
について講演をいただいており、本講演はその50回目にあたります。主にDX担当部門、経営企
画などの部課長クラスの方が視聴されることを想定し、DX推進の実務的詳細にまで踏み込んだ
講演を魅力としています。業種を特定せず広範な領域のDX推進の実情について知ることにより
「ビジョンをどう実務に落としていくか、実践的なDX推進のヒント」を得られると考えています。 
 
DX Talkはファイナンス稲門会の幅広い企業との接点により実現しているものです。ファイナンス
稲門会員には感謝を申し上げるとともに、ファイナンス稲門会員ではない方は本記事をご覧にな

り、もしファイナンス稲門会に興味をもっていただけましたらぜひご入会を検討していただければ

と思います。 
 
講演資料については当会で保存しております。ファイナンス稲門会員で講演資料を希望される方

はwfic[at]finance-tomonkai.com（atを@に変換してください）まで連絡ください。 
 

 
 
 

 
記事まとめ 

地域経済エコシステム 
●​ 甲府駅周辺の地域経済活性化を推進。地域の企業や不動産会社、学生などと連携し、
特に学生との協力プロジェクトが活発化している。 



●​ 地域の取り組みをデジタルコンテンツにより可視化し、共感を呼び起こし、行動変容を促

進する取り組みが進んでおり、全国の金融機関を超えた熱心な人々のつながりが生まれ

ている。 
 

山梨中央銀行地域DX実践アドバイザー 
●​ 山梨中央銀行は「Value Creation Bank」を長期ビジョンに掲げ、その実現に向けて

積極的な取り組みを行っている。地域で挑戦する方々とのつながりや新しい発想・活動を

創出する場「Takeda Street Base」では、銀行職員と共に地域のイベント開催などを

支援しており、地域社会との連携を図っている。銀行自体も、職員の教育やアイデアの促

進を図り、地域との共同活動が増えている。支店の営業職員は限られた時間の中で数

値目標の設定があるが、銀行は地域に役立つ方法を模索し、DXを通じた関係強化を進
めている。最終的には「Value Creation Bank」を通じて、地域の発展に貢献する環境
を築くことが目指されている。 
 

ワクワク共感の連鎖による新結合 
●​ 現在の組織の意思決定は従来の年功序列やピラミッド構造に基づいているが、異なる時
代が融合し、外部環境に適合する感性や方向性は主に若い世代にある。これまでも異な

る時代に適合した各世代集団が存在し、若い世代の適応能力を活かすことが重要であ

る。 
●​ 組織が持つ常識ややり方はこれまで通用しているが、今後は若い世代が自らの考えや
意欲を積極的に表明し、組織がそれをサポートしていくことが求められる。組織の強み

や経験豊富なリーダー層が、若い世代の取り組みを積極的に支援する方向にシフトする

ことが望ましいと考えている。 
●​ 山梨では山梨経済同友会や山梨県ニュービジネス協議会、山梨イノベーションベー

スなど、地域を代表する企業や若手経営者が連携し、学生との対話を通じて地域の未来

を考える取り組みが行われている。学生のうちから社会との接点を求める傾向もあり、共

感プロジェクトを推進することが重要である。 
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皆さん、はじめまして。グッドウェイ代表の藤野と申します。金融とITのメディアとして主にスタート
アップ企業、金融機関、IT企業とのイベント企画運営を行っています。コロナ以降は地域経済

エコシステムに注目し、2年半前から山梨をメインに東京と二拠点居住を開始し、現在、山梨

中央銀行の地域DX実践アドバイザーや山梨イノベーションベースの事務局長などを務めており

ます。私自身も地域の一員として活動し、共感を大切にしており、このような活動がDXとどのよ
うに関連しているかについてお話ししたいと思います。 
 



 
 
山梨はご存知の通り、東京から1時間半と近く、非常に自然豊かな景色に恵まれています。人口
も80万人と少なく、甲府市は18万人と手触り感のある人間関係が築ける規模です。山梨には27
の市町村があり、それぞれ独自の特色を持っています。一つの県とは思えないほどのバリエー

ションがある一方、マーケットは小さく、空白や余白の領域が存在します。外部環境の変化によ

り、この余白や空白があることにより、新たな挑戦者や変革を起こす人の流動性を高められ

る可能性があると考えています。 
 



 

1. 地域経済エコシステム 
 
地域経済エコシステムの実践こそが、私が山梨に飛び込んだ大きな理由です。 
 

 
 
私は1990年代にシステムエンジニアとして活動し、インターネットの発展の波に合わせてネット証

券の立上げや新興市場NASDAQの日本進出など主に金融とITの分野で活動してきました。そ

の後、2010年に金融ITメディアのグッドウェイを創業し、現在に至ります。 
 



 
 
母は山梨県の出身であり、父が自衛隊勤務だったため、転勤族の家庭で育ちました。そのため、

自分の出身地がないという状況が続いていましたが、今は自分自身は山梨県出身というくらい

の気持ちで、山梨の素晴らしさと可能性を実感しながらフォーカスしています。 
 



 
 

これまで約2年半の活動で3,000人以上と名刺交換し、分類すると、宝飾、ワイナリー、お寺・

宿坊など山梨らしいジャンルが並びます。また、最近ではリモートワークの二拠点居住者も急

速に増えており、山梨が働く場所としても住む場所としても受け入れ先になっていると感じていま

す。現在、どの職業の方がどの市町村に住み、その人のポジティブな側面と阻害要因などを因

数分解し、これらのポジティブな要素をつなぎ合わせて新しい取り組みを生み出していくことを

目指しています。 

 



 
 

近年、甲府駅の周辺には多くのコミュニティ施設が誕生しており、山梨中央銀行は新しい発想・

活動を創出する場「Takeda Street Base」を運営提供しているほか、複数の地元メディアや大

学が近隣にあり、地域との関係が非常に緊密です。また、県庁や市役所、銀行も隣接しており、

地域経済エコシステムが充実しているため、とても活動しやすいエリアです。 
 



 
 
地域経済エコシステムを掲げた財務省の取り組みが、私の原点となっています。都道府県や市

町村は、それぞれ独自の地域の事業者で構成されており、各地域には特色があります。私の

考えでは、山梨県を一つのオーケストラに見立て、山梨らしい魅力と価値を掛け合わせたメロ

ディーを奏でたいと考えています。そして、それは市町村ごとにも当てはまります。 
 



 
 
金融庁も現在は組織の枠に縛られることなく、個々の裁量を持ちながら目的に向かって行動し、

企業の壁を越えて人々がつながることを重視しています。右側に位置する赤い点と線は、個々

の熱意や情熱が組織を超えてつながる様子を示しており、これが地域経済エコシステムのオー

ケストラの調和を形作ると考えられます。このような取り組みを地域全体で積極的に展開してい

きたいと考えています。 
 



 
 
山梨に足を運んだ最初のきっかけは、2018年末に甲府財務事務所で開催された山梨県内の企

業経営者や有識者と共に地域経済の中長期的課題について議論する山梨活性化サロンでし

た。 
 



 
 
有識者による意見交換も重要ですが、地域の活性化に関心を持つ移住者や地元で草の根活動

している方々も同様に重要です。2019年初頭にSNSで呼びかけた人々が集まり、山梨県活性化

プロジェクトの活動として今でも毎月1回のミートアップを継続して開催しています。 
 



 
 
2020年2月のコロナの直前に、そこまでの1年間のミートアップ活動の集大成として「山梨県活

性化フォーラム」を初開催しました。このフォーラムは、先述の3,000人の起点となる最初の80人
が集まったもので、地域活性化に興味を持つ自治体や金融機関などの関係者が参加しました。 
 



 
 
山梨は人口が少く、人とのつながりが強く、学生たちもコロナの影響で山梨に戻り、東京で過

ごした経験から山梨の魅力を再発見し、その魅力に興味を持ち、自己実現のための活動をした

いという思いから「学生団体トップファン」が生まれました。学生たちとの交流を通じて、地

域への思いが大人たちの心を揺さぶります。学生たちはスポーツやカフェ、アウトドアなどに興味

を持っており、空き家の活用や街づくりにも関心があります。 
 



 
 
そこで、先述の山梨県活性化プロジェクトの大人たちと学生団体トップファンの学生たちの

共催という形で、2回目の「山梨県活性化フォーラム」を開催しました。この際、甲府財務事務

所、山梨中央銀行、山梨総合研究所、ワイ・シー・シーなど地元も企業団体からロゴの提供

をいただき、取り組みへのエールを送ってくれたことに、私たちは大いに勇気づけられました。 
 



 
 

「山梨県活性化フォーラム」を通じて、山梨の未来に貢献する取り組みに携わる個々の

方々にスポットライトを当て、ライトニングトークを通じて、より多くのファンや共感者を増やす

活動をしてきました。 
 



 
 
どの市町村を訪れても、そこには挑戦者と支援者が存在し、時には出る杭として打たれることも

あります。そのため、銀行や行政の中から本当に良いと感じ、面白いと思える新しいチャレンジ

を生み出す環境を築き応援していくことが重要です。それにより、出る杭として打たれず、

応援し合えるような環境づくりに関わってきました。 
 



 
 
これまで、私たちは働く（仕事）というと、収入を確保するという金銭的価値と終身雇用を

ベースとした組織内での役割を果たすという考え方がメインでした。しかし、時代が変わり、最

近では、特に地域において、稼ぐことに加え、自己実現といった非金銭的価値が高まっている

と感じます。 
 



 
 
現在、若者を中心に、共感が重要視されている傾向があります。新しい挑戦をする際には、会社

から承認されないことや予算がつかないことなどすぐにアクションできないことも多いか

もしれませんが、少なくとも自身の持つ自由な時間やネットワーク、スキルを共有することで新た

な可能性を見出すことができるという「共感資本」という概念が広がっています。このような動

きが、山梨でさまざまな活動を生み出しています。 
 



 
 
社会人も同様に、自身の職場や地域とのつながりを大切にし、学生たちもそれぞれの得意分野

や関心分野を活かし、山梨という地域の中における社会課題や価値といったテーマに共感し

合いながら、一歩を踏み出す共感プロジェクトが生まれています。このような取り組みにおいて

ははじめから社会人と学生の間に垣根はなく、共に地域の活性化に向けて自分事として積極

的に関わっています。 
 



 
 
地域の企業は、地域の共感プロジェクトに対して直接的な支援や発注を行い始めています。こ

れは、関係の構築や共感プロジェクトへの参加を通じて、会社の利益や内部留保を社会経済に

循環させ、地域の活性化に貢献することを意味しています。企業のリーダーや経営者たちが、地

域プロジェクトへの投資や支援を通じて地域社会に対する責任を果たし、地域の未来に向けた

取り組みを支えています。 
 



 
 
私たちはこのような取り組みに共感し、地域の活性化を支援するための応援をしています。活動

推進拠点スペース「4U（フォーユー）」は、学生や地域で挑戦する方々と共に、新しいアイ

デアや仮説を実証する場として活用されています。当初は何もなかった空間でしたが、現在は銀

行や学生、地域のコミュニティとの対話が行われ、活気ある場に成長しています。 
 



 
 
学生たちにとって、この場所で学生団体としての活動ができるということは非常に重要であり、

彼らは自らの意思でクラウドファンディングを立ち上げ、スペースの改装DIY（Do it yourself）の
ための資金を個人と企業から集めました。この取り組みの中で特に企業からのスポンサーが

生まれたことは共感から経済資本が生まれた一例であり、学生たちの行動が実際のビジネス

と結びつくきっかけとなったと感じています。 
 



 
 

それぞれの大学に進学した学生たちは久しぶりの再会を楽しみつつ、天井を改装したり壁を

塗ったりする活動を通じて、活動推進拠点スペース「4U（フォーユー）」という新しいアイデアを

生み出すための空間を生み出し、地域で活動する皆さんと共にこの場所を通じて活動を行って

います。 
 



 
 
山梨の27市町村を見渡すと、メディアに取り上げられた数多くの記事があり、その地域の未来を
切り開くステキな方々が既にクローズアップされています。私たちは、これらの記事を人材のデー

タベースと見立てて関心を持って応援したいと考えています。 
 



 
 

地域で挑戦する方々をいかにして応援していけるか。山梨中央銀行は山梨県全域の市町村に

支店があります。その支店長を訪ね、銀行として新たな視点を持ち、地域の新たな動きをどのよ

うに捉え、取引する前から支援できるか、関心を持って取り組んでいるところです。 
 



 
 
こうした素晴らしい取り組みを、デジタルコンテンツとして広く可視化し、発信していくことが重要

だと思います。インターネットを通じてそれぞれが持つネットワークと掛け算すると、身近な知

り合い同士が関わっている取り組みは共感を呼びやすく、山梨には素晴らしい取り組みがある

という情報が広まれば、人々が集まり、購入し、あるいは共同で事業することも生まれるでしょ

う。これらの取り組みをデジタルチャンネルで積極的に広げることで、地域社会の行動変容を促

すことができると考えています。これこそが地域のトランスフォーメーションとして捉えるべきだと

思います。 
 



 
 
現在、全国の金融機関においても、組織を超えて熱心な人々がつながる動きが見られます。全

国各地の職員が参加する「ちいきん会」では、地域ごとの金融機関の取り組みを共有し、対

話（ダイアログ）を通じて仲間を広げる活動をしています。山梨でも、このようなつながりが

生まれています。 
 



 

2. 山梨中央銀行地域DX実践アドバイザー 
続いて、地域DX実践アドバイザーとしての活動についてお話しさせていただきます。 
 

 
 
山梨中央銀行は「Value Creation Bank」という長期ビジョンを掲げています。 
 



 
 
私が地域DX実践アドバイザーに就任させていただいたタイミングは、直前の中期経営計画にお

ける構造改革ステージを経て、現在、成長軌道ステージとして新しいことにチャレンジす

る重要なフェーズにあります。新たな価値を創造し続け、この先の成長持続ステージに向

けて、とても大切なフェーズといえます。 
 



 
 
今後の戦略的投資に向けて、地域で挑戦する方々とのつながりや新しい発想・活動を創出する

場「Takeda Street Base」も開設されました。 
 



 
 
「Takeda Street Base」では銀行職員が自らコミュニティ運営やファシリテーション、ま

た音響のオペレーションなどを通じて地域での銀行の新たな役割・あり方を探求していま

す。新設部署として、銀行で新規事業を立ち上げようという地方創生推進部や、新しい接

点を生み出すDX・イノベーション推進室が活動しています。 
 



 
 
DXや新規事業を通じて、銀行の支店における顧客起点の対話を通じた長期的な関係の構

築、そして、共に変革し、未来に向けた長期ビジョン「Value Creation Bank」の実現に注

力できるような環境づくりを目指しています。 
 



3. ワクワク共感の連鎖による新結合 

 
 
これまでの社会や企業組織の意思決定は年功序列やピラミッド構造、ファミリー的な形態に基づ

いています。しかし、デジタル化が進むこれからの時代、外部環境の変化に最も適合した感性

や方向性を持つ若い世代が中心となっていきます。その一方で、過去の時代においてそれ

ぞれ異なる時代に適合した強みを持つ世代も存在しています。それを古いとするのではなく、

現在の若い世代が持つ適応能力を存分に発揮出来るように補い後押しすることが重要である

と考えています。 
 



 
 
これまでは若い世代に対しては研修などを通じて組織が培ってきた成功モデルを伝えることが一

般的でした。しかし、これからは若い世代が自分たちの考えや意欲を積極的に表明し、組織が

それをサポートすることが重要です。組織の強みや経験豊富なリーダー層が、若い世代の取り組

みを積極的に支援する方向にシフトすることが望ましいと考えています。 
 



 
 
現在、山梨でもこのような動きが見られると感じています。地域を代表する企業のトップが集まる

山梨経済同友会においても、将来の展望を議論し、提言書を作成する際に、学生や若い世代

の視点も重視されるようになっています。学生とのラウンドテーブル形式の機会も積極的に設け

られており、学生との対話を通じて将来を考える取り組みが広がっています。 
 



 
 
また、学生側でも、以前よりも積極的に社会人との接点を求める傾向があります。就職後ではな

く、学生の時から実践的な関わり方で社会に貢献したいという若者が増えています。そのため、

共感プロジェクトを積極的に推進していくことが重要だと考えています。 
 



 
 
山梨では複数の経済団体が連携を深めながら、さまざまな新しい取り組みが広がっていま

す。また、山梨には約1万5,000人の大学生がおり、毎年約3,000人の学生が入学・卒業してい

るという流動性があります。この学生たちの間で新しい働き方や雇用のあり方に関する様々な

アイデアやムーブメントが生まれており、次の山梨の未来を切り開く重要な要素であると考えて

います。近年、新しい活動スペースや推進拠点も増えており、人々が集い、対話の場が整備され

ています。このような環境が整備されることで、さらなる地域の発展につながる可能性を強く感じ

ています。 
 



 
 
あらめて、山梨を一つの地域経済エコシステムのオーケストラと捉え、各市町村の事業者や住民

が共に地域の個性と魅力でメロディーを奏で、山梨の豊かな未来に向けた可能性に満ち溢

れる局面にあることを実感しています。 
 



 
 
最後になりますが、冒頭でご覧いただいた活動推進拠点「4U」は、地域でイノベーションを生

み出す場として、地域の課題や魅力についてテーマを立てて関係者と共有することによって、共

感の連鎖により新規事業を生み出していくことを目指しています。そして、山梨の魅力を再発

見し、地域経済エコシステムの実践を通じて、地域における挑戦を加速し、市場が広がるこ

とを願っています。今回はお話をこれまでにさせていただきます。ありがとうございました。 
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